
　わが国には5000を超える大小さまざまな博物館がある。各館は自らの
社会的使命のもと、限られた資源の中に強みを見いだし、関係機関や博
物館どうしが連携・協働するなどの工夫をして地域の文化創造、教育機
能を担っている。限られた資源を活用し、利用者のニーズを踏まえて、
工夫を加え、他の博物館、公民館、自治体、学校などの関係機関と連携
して、地域の人々を巻き込み、地域の文化創造に取り組んでいる博物館
がある。

●編著　小川 義和　（国立科学博物館）
　　　　五月女 賢司（吹田市立博物館）

●鼎談　博物館にとって「挑戦」とは
小川義和氏（国立科学博物館）・五月女賢司氏（吹田市立博物
館）・高田みちよ氏（高槻市立自然博物館（あくあぴあ芥川））
による鼎談を収録
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　本書は、このような取組を実践し続ける博物館を「挑戦する博物館」と位置づけ、自らの博物館の弱
み、強み、成果、工夫、経営、事業展開方法などを紹介し、博物館の「オモシロさ」を来館者に知って
もらうとともに、取組手法を実践者が解説することを通して博物館全体でそのノウハウを共有する。
　Ⅰ部では、博物館の置かれた厳しい状況を述べるとともに、博物館にとって「挑戦」することの意味
や方法について議論を深める。Ⅱ部では、「連携による挑戦」「博物館教育の挑戦」「利用者の視点からの
挑戦」という３つの観点から「挑戦する博物館」を取り上げる。
　2019年ICOM京都大会を見据え、「地域文化の拠点としての博物館」を実践し続ける博物館にはどんな
「しかけ」があるのか。写真等を交えて解説し、わが国の博物館の「今」を国内外に発信する。
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